
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
と

　

中
学
校
給
食
の
提
供
方
法
の
改
善

細
野　

弘
康

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
狭
あ

い
化
解
消
の
た
め
、
小
学
校
の
体
育
館

や
空
き
教
室
を
活
用
し
た
分
散
運
営
を

行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
抜
本
的
解
消

と
は
い
え
ず
、
計
画
的
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
狭
あ
い
化
の
解
消
と
老
朽

化
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
も
狭
あ
い
化
が
見
込
ま
れ
る

施
設
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
の
活
用
を

最
優
先
に
検
討
す
る
他
、
学
校
敷
地
内

で
の
整
備
を
進
め
る
。

　
　

中
学
校
給
食
の
提
供
方
法
に
対
す

る
不
公
平
感
の
解
消
の
た
め
、
ス
ク
ー

ル
ラ
ン
チ
校
を
含
む
全
て
の
中
学
校
の

生
徒
が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
、
適

温
で
お
い
し
い
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
提
供
方

法
の
改
善
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
適
切

な
給
食
の
在
り
方
を
検
討
す
る
時
期
と

考
え
て
い
る
。
学
校
給
食
費
の
公
会
計

化
の
取
り
組
み
と
併
せ
、
総
合
的
な
見

直
し
を
進
め
て
い
く
。（
教
育
長
）

拉
致
問
題
に
対
す
る
市
長
の
思
い
と

　

動
物
の
命
を
つ
な
ぐ
犬
猫
譲
渡
制
度

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

　
　

こ
の
11
月
で
北
朝
鮮
に
よ
る
横
田

め
ぐ
み
さ
ん
の
拉
致
か
ら
45
年
が
経
過

す
る
。
全
て
の
拉
致
被
害
者
、
特
定
失

踪
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
に
よ
り
問
題

の
終
結
を
図
る
べ
く
、
２
期
目
に
向
け

た
市
長
の
拉
致
問
題
へ
の
強
い
思
い
と
、

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

全
て
の
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国

の
実
現
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
県
市
町

て
い
る
か
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
度
内
に
新
駅
周
辺
の
施
設
整

備
計
画
の
全
体
像
を
示
せ
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
ま
た
令
和
７
年
春
の
開
業
を

目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

運
転
免
許
返
納
後
も
生
活
し
や
す
い
公
共
交
通
と

　

空
き
家
解
体
除
却
へ
の
支
援

美
の　

よ
し
ゆ
き

（
翔
政
会
）

　
　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
返
納
し

た
後
も
生
活
し
や
す
く
、
バ
ス
に
頼
ら

な
い
公
共
交
通
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
近
年
、
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た

相
乗
り
サ
ー
ビ
ス
が
国
の
制
度
と
し
て

示
さ
れ
た
。
バ
ス
以
外
の
公
共
交
通
と

し
て
、
本
市
で
も
市
街
地
に
お
け
る
相

乗
り
タ
ク
シ
ー
導
入
の
必
要
性
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
は
持
続
可
能
な

公
共
交
通
と
し
て
有
効
な
取
り
組
み
と

認
識
し
て
い
る
。
市
民
や
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
意
見
を
聞
き
ふ
さ
わ
し
い
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
　

空
き
家
は
個
人
の
持
ち
物
で
あ
り
、

行
政
が
、
空
き
家
問
題
に
介
入
す
る
の

は
大
変
難
し
い
。
本
市
が
実
施
し
て
い

る
空
き
家
の
解
体
除
却
に
関
す
る
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

空
き
家
増
加
を
防
ぐ
こ
と
に
加
え
、

周
辺
と
の
一
体
的
利
用
や
市
場
流
通
を

促
す
目
的
か
ら
空
き
家
を
購
入
し
除
却

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

区
役
所
庁
舎
の
整
備
と

　

廃
校
活
用
に
向
け
た
方
針
に
つ
い
て

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

　
　

分
権
型
政
令
市
を
目
指
す
本
市
に

　
　

地
域
の
防
災
士
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
地
域

の
住
民
が
日
頃
か
ら
連
携
で
き
る
関
係

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
が
、
新
潟
市

交
通
特
性
調
査
な
ど
で
公
共
交
通
の
交

通
輸
送
量
は
今
後
も
減
少
が
続
く
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
区
の
バ
ス
運
行

な
ど
、
よ
り
使
い
や
す
い
公
共
交
通
の

在
り
方
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

北
区
で
実
施
す
る
エ
リ
ア
バ
ス
×

タ
ク
の
効
果
を
検
証
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
即
し
た
形
で
路
線
の
集

約
や
見
直
し
と
併
せ
て
エ
リ
ア
バ
ス
×

タ
ク
を
広
く
展
開
し
て
い
き
た
い
。

都
市
開
発
計
画
の
乱
立
と

　

古
町
ル
フ
ル
の
効
果
検
証

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

ど
の
政
令
市
よ
り
も
人
口
減
少
が

進
み
、
２
０
４
５
年
に
は
約
20
％
減
少

す
る
と
言
わ
れ
る
本
市
で
、
都
市
計
画

の
線
引
き
の
見
直
し
や
都
市
再
生
緊
急

整
備
地
域
、
鳥
屋
野
潟
南
部
開
発
な
ど
、

都
市
開
発
計
画
が
乱
立
し
て
い
る
理
由

を
伺
う
。

　
　

本
市
が
活
力
あ
る
発
展
を
続
け
る

た
め
に
は
、
都
心
エ
リ
ア
の
再
生
、
拠

点
性
の
強
化
、
産
業
活
性
化
、
雇
用
創

出
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

古
町
ル
フ
ル
の
建
設
費
は
１
５
０

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
本

市
か
ら
は
、
補
助
金
65
億
円
と
、
３
階

か
ら
６
階
ま
で
の
購
入
費
44
億
円
、
合

計
１
０
９
億
円
を
支
出
し
て
い
る
。
こ

の
補
助
金
の
効
果
の
検
証
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
３
月
に
供
用
さ
れ
た
ル
フ
ル

村
長
の
会
や
市
議
会
議
員
連
盟
、
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
政
府
に
働
き

掛
け
を
行
う
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け

て
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

捨
て
ら
れ
る
犬
や
猫
が
少
な
く
な

い
現
状
で
、「
殺
処
分
ゼ
ロ
」は
近
年
の

動
物
愛
護
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
理

想
で
あ
る
一
方
、
殺
処
分
せ
ざ
る
を
得

な
い
現
実
も
あ
る
。
動
物
の
命
を
つ
な

ぐ
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
本
市

の
犬
猫
譲
渡
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

飼
育
放
棄
な
ど
を
防
止
す
る
た
め

適
正
飼
育
が
で
き
る
か
を
面
談
な
ど
で

確
認
し
、
講
習
会
を
受
講
し
て
も
ら
う
。

萬
代
橋
か
ら
や
す
ら
ぎ
堤
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

　
（
仮
称
）上
所
駅
の
開
業
時
期

内
山　

航
（
翔
政
会
）

　
　

新
潟
を
訪
れ
る
方
は
萬
代
橋
に
行

く
方
が
多
い
と
思
う
が
、
萬
代
橋
か
ら

水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
昭
和
大

橋
や
八
千
代
橋
の
よ
う
に
、
橋
か
ら
直

接
や
す
ら
ぎ
堤
に
下
り
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
、
水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

強
化
し
て
は
ど
う
か
。

昭和大橋とやすらぎ堤を
結ぶスロープ

　
　

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
お
い
て
、
重

要
な
視
点
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

（
仮
称
）
上
所
駅
の
開
業
時
期
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
質
問
に
対
し
て
、

３
年
後
、
４
年
後
と
い
っ
た
答
弁
だ
っ

た
。
地
元
か
ら
も
開
業
時
期
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
い
つ
を
目
標
に
整
備
を
進
め

お
い
て
、
区
役
所
は
身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
住
民
自
治

を
確
立
す
る
た
め
の
要
で
あ
り
、
市
民

と
の
協
働
で
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
拠
点
で
あ
る
。
８
区
の
う

ち
、
未
着
手
の
西
蒲
区
と
南
区
の
区
役

所
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

西
蒲
区
役
所
は
築
後
60
年
、
南
区

役
所
は
築
後
50
年
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
西
蒲
区
役
所
の
建
て

替
え
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

地
域
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、

遊
休
と
な
っ
て
い
る
市
有
財
産
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
は
、
市
の
財
政
的
負
担

を
軽
減
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
。
増
加
す
る
廃
校
の
利
活
用
に
向

け
た
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

地
域
や
企
業
か
ら
有
効
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
他
都
市
の
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
廃
校
活
用
を
通
じ
た

地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
増
加
と

　

周
辺
区
に
お
け
る
バ
ス
交
通
の
在
り
方

小
林　

弘
樹（

翔
政
会
）

　
　

災
害
が
起
き
た
際
、
避
難
に
支
援

を
必
要
と
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の

本
市
の
対
象
は
令
和
２
年
度
時
点
で
４

万
４
千
人
で
あ
る
が
、
登
録
は
２
万
１

千
人
で
あ
る
。
今
後
要
支
援
者
の
増
加

と
地
域
の
支
援
す
る
側
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
く
が
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

●避難行動要支援者
　介護を必要とする方や
障がい者の方など、自力で
は円滑かつ迅速な避難が
困難で、第三者の支援を
必要とする方。
　本人同意がある避難行
動要支援者の名簿情報
は、平時から自治会・町内
会などに提供され災害時
の避難支援に活用される。

広
場
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
、

一
定
の
効
果
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。

市役所機能の一部が入っている古町ルフル

県
の
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
と

　

積
雪
度
の
級
地
見
直
し
に
よ
る
影
響

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

原
子
力
災
害
に
関
す
る
県
の
避
難

計
画
公
表
当
時
の
報
道
で
は
、
県
の
原

子
力
安
全
対
策
課
が
ほ
と
ん
ど
の
課
題

は
解
決
済
み
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。

こ
の
避
難
計
画
案
に
対
し
て
、
本
市
を

含
む
市
町
村
が
多
く
の
問
題
意
識
を
提

示
し
て
い
た
が
、
避
難
計
画
に
は
、
県

内
市
町
村
の
問
題
意
識
や
疑
問
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

県
の
計
画
は
、
平
成
31
年
１
月
に

示
さ
れ
た
計
画
案
に
県
内
市
町
村
の
意

見
の
一
部
を
反
映
の
上
、
同
年
３
月
に

策
定
、
随
時
更
新
さ
れ
て
い
る
。
解
決

に
時
間
が
か
か
る
案
件
が
多
く
、
対
応

で
き
て
い
な
い
市
町
村
の
疑
問
や
意
見

が
少
な
く
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

本
市
の
積
雪
度
の
級
地
見
直
し
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
行
財
政
全
体

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
評

価
の
他
、
教
育
施
設
の
除
排
雪
経
費
に

つ
い
て
も
影
響
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

小
中
学
校
の
除
排
雪
経
費
に
も
影

響
が
若
干
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

にいがた市議会だより3 令和４年（2022年）11月６日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


